
VI 別添資料 （別添 1)

被災関連会議（精神保健分野を除く）

実施月日 実施場所 出席者（職） 内 容

1 5月11日 北淡町役場 保健所保健婦、町保健婦 北淡町仮設住宅における巡回健康調査の具体的なすす

6名 栄養士 め方について

2 5月15日 東浦町 町健康福祉課長、及び保健婦 仮設住宅訪問について

ふれあいホール 保健所保健婦、 仮設住宅健康調査の実施について

5名

3 5月17日 津名保健所 保健所保健婦 震災にかかわる保健婦活動のまとめと振り返り

8名 県立看護大学講師、栄養士

4 5月26日 一宮町役場 保健所保健婦、町保健婦 仮設住宅への訪問について

4名 住宅改善工夫についての要望調査の実施について

5 6月 1日 一宮町役場 保健所保健婦、町保健婦 仮設住宅訪問について

7名 看護婦、栄養士 住宅改善工夫についての要望調査の実施について

6 6月 9日 津名高等学校 保健所保健婦、心理相談員 高等学校における被災生徒へのサポートとかかわりに

3名 養護教諭 ついて

7 6月14日 東浦町老人福祉セ 町健康福祉課関係者 仮設住宅実態調査栗の作成及び実施について

ンター 保健所保健婦、町保健婦

14名 ヘルパー

8 6月15日 一宮町役場 保健所保健婦、町厚生課長 仮設住宅の改善工夫事業について

8名 及び保健婦、社会福祉協議会 仮設住宅改善工夫について要望調査のまとめについて

職員

， 6月21日 津名保健所 保健所健康課長、及ぴ保健婦 仮設住宅の改善工夫事業について

町保健婦、社会福祉協議会職 仮設住宅が高齢者や障害者にとって住みにくい構造であ

員、建築士、淡路福祉事務所 ることを関係者間で認識し、生活の場として住環境の問

27名 ケースワーカー、理学療法士 題を考える

町担当者、及び保健婦、

栄養士、福祉器材業者

10 7月 1日 一宮町ふれあいセ ポランティアグループ、 仮設住宅改善工夫事業について（実施）

ンター 町保健婦、及び関係者、社会福 すすめ方の実際と評価

祉協議会職員、淡路福祉事務所

33名 ケースワーカー、保健所保健婦

11 7月10日 淡路町 町保健婦 仮設住宅訪問についてのすすめ方について

保健センター 保健所保健婦

5名
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！実施月日 実施場所 出席者 （職） 内 容

12 8月 2日 北淡町 県立看護大学講師、町保健婦、 震災における今後の活動について

保健センター 保健所保健婦

5名

13 8月 4日 五色町 町保健婦、保健所保健婦 五色町仮設住宅への声かけ訪問

町民センター 愛育班員 健康相談実施の仕方について

8名

14 8月29日 一宮町郡家第1仮 関西大学建築士、町厚生課長補 一宮町仮設における改善・工夫について

設ふれあいセンクー 佐、及び保健婦、社会福祉協 ・全体の要望と対応

議会事務局長、及び専門員、 •関西大学馬場先生より 阪神間との比較につい

淡路福祉事務所 、保健所保健 て

12名 婦

15 8月30日 津名保健所 支援会議メンバー等、 被災者支援会議

被災者代表及び被災者支援者、 •津名郡の被災者及び支援団体等からの生活実態の

17名 保健所長、 町担当課長 把握、意見、希望のまとめ

16 10月31日 一宮町老人福祉セ 町厚生課長、及び保健婦 仮設住宅における健康調査について

ンター 保健所長、健康課長、及び保健

7名 婦

17 11月 6日 五色町 町保健婦 仮設住宅居住者との交流会の開催の準備について

町民センター 津名こころのケアセンター職員

保健所保健婦

10名 五色町愛育班

18 11月27日 一宮町老人福祉セ 町保健婦 一宮町における健康調査について

ンター 保健所保健婦 メンタル面でのハイリスク者のリストアップと、町保

3名 健婦を支える体制づくりをどうするか

19 12月 4日 一宮町老人福祉セ 保健所長、健康課長、及び保健 一宮町における健康調査のまとめと今後の活動方針

ンター 婦、町厚生課長、及び保健婦

8名 津名こころのケアセンター職員

20 12月 8日 五色町役場 町開発課参事、津名こころのケ 仮設住宅巡回健康相談の結果報告、情報交換

アセンター職員、町保健婦、保

健所保健婦

5名

21 12月26日 北淡町役場 町保健婦、保健所保健婦 ふれあいセンターでの健康相談の実施について

栄養士 現在の被災者の状況について情報交換

6名
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（別添2)

精神保健関連会議

実施月日 実施場所 出席者 （職） 内 合六

7月20日 津名 津名こころのケアセンタ 津名こころのケアセンター8月開設

1 保健所 ー職員、保健所長、 副 にむけての話し合い

所長、課長、保健婦

1 0名

8月 8日 津名 津名こころのケアセンタ 津名こころのケアセンターと保健所

2 保健所 ー職員 の役割を大まかに分担し、今後の連

保健所保健婦 携の取り方について検討する

5名

10月 4日 津名 地域保健課担当者 津名こころのケアセンター、グルー

3 保健所 保健所副所長、及び保健 プホーム、及び作業所の開設に向け

婦 て

4名

10月20日 津名 保健所保健婦 作業所の設立に向けて～その 2~

4 保健所 デイケアのメンバーが具体的にどん

な生活を望んでいるのか、再確認す

7名 る

11月13日 奥尻町 保健所保健婦、 被災者のこころのケアについて

5 14日 北海道立 奥尻町復興対策室長、担 家族を失った人々や子どもへのかか

精神保健 当課長、及ぴ保健婦、 わりを学ぶ

福祉センター 精神保健福祉センター

6名 精神科医

12月 7日 津名ここ 精神科医師、及び看護婦 グループホームの運営について

6 ろのケア 事務長、地域保健課担当 地域に根ざしたホームを目指す

センター 者、保健所課長、保健婦

8名 及び担当者

12月28日 津名 保健所保健婦 作業所設立に向けて

7 保健所 ～その4~

作業指導員の選定及び準備会の発足

7名 について

1月23日 津名 保健所保健婦 作業所設立に向けて

8 保健所 ～その 5~

「作業所設立準備会」の進行及び

4名 内容について

2月 5日 津名ここ 町健康課長、社会福祉協 作業所設立に向けて， ろのケア 議会職員、おうンティア、郡医 ～その6~

センター 師会副会長、地域保健課 各関係機関に運営委員会の発足への

係長及ぴ担当者、津名こ 理解を呼びかける

3 9名 ころのケアセンター職員、病院

関係者、保健所保健婦

など
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10 

11 

12 

13 

14 

15 

実施月日 1 実施場所

2月16日 津名ここ

ろのケア

センター

1 1名

2月20日 I津名ここ

ろのケア

センター

9名

3月 6日 あんずの

7日 家共同作

3月11日

3月18日

業所

社団法人

やどかり

の里

10名

津名ここ

ろのケア

センター

8名

津名保健

所

出席者（職）

保健所健康課長、保健婦

津名こころのケアセンタ

ー職員、淡路環境会議メ

ンバー、国際ソロプチミ

スト淡路支部メンバー

津名こころのケアセンタ

ー職員、 一宮町保健婦

北淡町保健婦

保健所保健婦

保健所保健婦、担当者

やどかりの里職員、あん

ずの家オーナー

生活指導員

保健所課長、保健婦

津名こころのケアセンタ

ー職員

新淡路病院看護部長

保健所保健婦

内 容

こころのケアヘの取り組み

精神障害への理解を求めるとともに

ボランティア講座を検討する

被災者の心のケアについて

それぞれの立場から被災地における

メンタルケアの情報交換

作業所設立に向けて

～その 7~

共に豊かに生きることのできる地域

社会を目指して、心の病を体験した

人から学びつつ共に生きることので

きる空間づくりをしていく

作業所設立に向けて

～その8~

作業所運営準備会をどうもつか

（実務者レベルで）

作業所設立に向けて

～その 9~

作業所へのかかわりを効果的に行う

8名 ために

3月29日I津名ここ保健所保健婦 精神保健活動について

ろのケア 津名こころのケアセンタ 平成7年度の反省と 8年度の計画に
センターー職員 ついて

1 1名
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（別添3)

事例検討会

実施月日 実施場所 出席者（職） 内 合沢

4月12日 津名 精神科医師及び看護婦、 地域における震災後の精神保健につ

1 保健所 町保健婦、保健所保健婦 いてそれそれの立場から意見交換を

1 5名 ノイ丁ーつ>~ 

4月17日 淡路町 精神科看護婦、民生委員 仮設住宅にて療養を継続する精神障

保健 、町担当者及び担当課長 害者のケアについて

2 センター 、町保健婦、ヘルバー、

1 0名 保健所保健婦

6月16日 津名 県立精神保健センターケ 仮設住宅にて近隣とのトラブルが絶

保健所 ースワーカー、町福祉担 えない精神障害者について

3 当者、福祉事務所ケース

1 6名 ワーカー、町保健婦、保

健所保健婦

6月2I日 津名 精神科医師、町担当課長 自宅が震災にて半壊し、危険な状態

保健所 及び担当者、町保健婦、 にあるにもかかわらず、妄想のため

4 民生委員、町内会長、 修理を拒否し、近隣に迷惑をかける

1 1名 福祉事務所ケースワーカ ケースについて

ー、患者家族

7月12日 津名 福祉事務所ケースワーカ 病状が安定しないまま、仮設住宅に

5 保健所 ー、保健所保健婦 居住し、近隣とのトラブルが絶えな

いケースについて

9名

8月24日 津名 精神科医師及び看護婦、 震災後の精神保健活動の報告と今後

6 保健所 中央及び津名こころのケ の連携の取り方（具体的な方法につ

アセンター職員、保健所 いて）

1 4名 保健婦

8月24日 津名町 主治医、町担当課長及び 多数の疾病を持つ高齢な父親と 2人

7 保健 担当者、保健婦、淡路福 で暮らす精神障害者について

センター 祉事務所ケースワーカー

8名 保健所保健婦

9月20日 津名 精神科医師及び看護婦、 震災により、攻撃的な不穏行動がみ

8 保健所 中央及び津名こころのケ られ、入院となり家族とのコミュニ

アセンター職員、保健所 ケーションが悪化したケースについ

1 2名 保健婦 て

10月12日 津名 県立看護大学講師 作業所設立に向けて、家族及び今後， 保健所 保健所保健婦 の方向性を検討する ～その 1~

9名

10月31日 津名 精神科医師及び看護婦 地域で作業所をつくるために

10 保健所 中央及び津名こころのケ ～その 3~

アセンター職員、

3 1名 福祉事務所ケースワーカー

島内保健所保健婦
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12月 1日 淡路町 精神科医師 仮設住宅にて、祖父と暮らす精神障

保健 町住民課長 害者について

11 センター 保健課長、及び保健婦

1 0名 保健所保健婦

1月22日 津名町 町福祉担当者、健康課長 地域で独居することが困難になった

保健 及び保健婦 精神障害者のグループホームについ

センター 社会福祉協議会職員 て

12 淡路福祉事務所ケースワ

ーカー

7名 保健所保健婦

1月31日 淡路町 淡路福祉事務所担当者 震災により自宅が半壊、修理のため

13 保健 町担当者 当事者の家族 入院しているケースについて

センター 町内会長 民生委員

1 0名 津名保健所担当者
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